
新
刊
図
書
案
内

開
館
時
間　

昼
休
み  

一
二
：
一
〇
～
一
三
：
〇
五  

放
課
後　

火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

一
五
：
〇
五
～
一
六
：
三
〇

短
縮
時
間　

終
礼
～
一
四
：
三
〇

★
行
事
・
会
議
等
の
場
合
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
天
木
山
山
中
で
発
見
さ
れ
た

白
骨
死
体
。
遺
留
品
で
あ
る
初
代
菊
水

月
作
の
名
駒
を
頼
り
に
、
叩
き
上
げ
の

刑
事
・
石
破
と
、
か
つ
て
プ
ロ
棋
士
を

志
し
て
い
た
新
米
刑
事
・
佐
野
の
コ
ン

ビ
が
捜
査
を
開
始
し
た
。
そ
れ
か
ら
四

か
月
、
二
人
は
厳
冬
の
山
形
県
天
童
市

に
降
り
立
つ
。
向
か
う
先
は
、
将
棋
界

の
み
な
ら
ず
、
日
本
中
か
ら
注
目
を
浴

び
る
竜
昇
戦
の
会
場
だ
。
世
紀
の
対
局

の
先
に
待
っ
て
い
た
、
壮
絶
な
結
末
と

は―

！
？

夜の写本師　　乾石　智子

青空と逃げる　　辻村深月

　

右
手
に
月
石
、
左
手
に
黒
曜
石
、

口
の
な
か
に
真
珠
。
三
つ
の
品
を
も
っ

て
生
ま
れ
て
き
た
カ
リ
ュ
ド
ウ
。
だ

が
、
育
て
の
親
エ
イ
リ
ャ
が
殺
さ
れ

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、

彼
の
運
命
は
一
変
す
る
。
女
を
殺
し

て
は
魔
法
の
力
を
奪
う
呪
わ
れ
た
大

魔
道
師
ア
ン
ジ
ス
ト
。
月
の
巫
女
、

闇
の
魔
女
、
海
の
娘
、
ア
ン
ジ
ス
ト

に
殺
さ
れ
た
三
人
の
魔
女
の
運
命
が
、

数
千
年
の
時
を
へ
て
カ
リ
ュ
ド
ウ
の

運
命
と
ま
じ
わ
る
。
エ
イ
リ
ャ
の
仇

を
う
つ
べ
く
、
カ
リ
ュ
ド
ウ
は
魔
法

と
は
異
な
っ
た
奇
妙
な
力
を
あ
や
つ

る

“

夜
の
写
本
師”

と
し
て
の
修

業
を
つ
む
が…

。

　

深
夜
の
電
話
が
、
母
子
の
日
常
を
奪

い
去
っ
た
。
疑
心
、
恐
怖
、
そ
し
て
怒

り
。
壊
れ
て
し
ま
っ
た
家
族
が
、
た
ど

り
着
く
場
所
は―

。
母
の
覚
悟
と
、
息

子
の
決
意
。

ののはな通信　　三浦　しをん
　

横
浜
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
お

壌
様
学
校
に
通
う
、野
々
原
茜
（
の

の
）
と
牧
田
は
な
。
庶
民
的
な
家

庭
で
育
ち
、
頭
脳
明
晰
、
ク
ー
ル

で
毒
舌
な
の
の
と
、
外
交
官
の
家

に
生
ま
れ
、
天
真
爛
漫
で
甘
え
上

手
の
は
な
。
二
人
は
な
ぜ
か
気
が

合
い
、
か
け
が
え
の
な
い
親
友
同

士
と
な
る
。
し
か
し
、
の
の
に
は

秘
密
が
あ
っ
た
。
い
つ
し
か
は
な

に
抱
い
た
、
友
情
以
上
の
気
持
ち
。

そ
れ
を
強
烈
に
自
覚
し
、
の
の
は

玉
砕
覚
悟
で
は
な
に
告
白
す
る
。

不
器
用
に
は
じ
ま
っ
た
、
密
や
か

な
恋
。
け
れ
ど
あ
る
裏
切
り
に

よ
っ
て
、
少
女
た
ち
の
楽
園
は
、

音
を
立
て
て
崩
れ
は
じ
め…

。

　

結
婚
式
直
前
に
突
然
婚
約
を
解
消
さ

れ
て
し
ま
っ
た
明
日
羽
。
失
意
の
ど
ん

底
に
い
る
彼
女
に
、
叔
母
の
ロ
ッ
カ
さ

ん
が
提
案
し
た
の
は

“

ド
リ
フ
タ
ー
ズ

（
や
り
た
い
こ
と
）・
リ
ス
ト”

の
作
成

だ
っ
た
。
自
分
は
こ
れ
ま
で
悔
い
な
く

過
ご
し
て
き
た
か
。
相
手
の
意
見
や
そ

の
場
の
空
気
に
流
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
自
分
の
心
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で
明
日
羽
は
少
し
ず
つ
成
長
し
て

ゆ
く
。
自
ら
の
気
持
ち
に
正
直
に
生
き

た
い
と
願
う
全
て
の
人
々
に
お
く
る
感

動
の
物
語
。

太陽のパスタ、豆のスープ　　宮下　奈都

盤上の向日葵　柚木　裕子

14

さざなみのよる　木皿　泉
　

小
国
ナ
ス
ミ
、享
年
４
３
。」
宿
り
、

去
っ
て
、
や
が
て
ま
た
や
っ
て
来
る

―

感
動
と
祝
福
の
物
語
ー

東京奇譚集　村上　春樹
　

五
つ
の
最
新
小
説
。
不
思
議

な
、
あ
や
し
い
、
あ
り
そ
う
に

な
い
話
。
し
か
し
ど
こ
か
、
あ

な
た
の
近
く
で
起
こ
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
物
語
。


